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伝統治水に学ぶしなやかなデザイン
我が国の近代の治水対策は、築堤や河道拡幅等の河川改修を進めること

により、流域に降った雨水を川に集めて、海まで早く安全に流すことを基

本に行われてきた。しかし都市化による土地利用の激変や異常降雨の頻発

などにより、このような河川改修のみによる対応では限界が生じている地

域も見られるようになってきている。このような状況に対応するために、

近年では、河川改修に加えて流域対策を導入し、治水対策のメニューの多

様化により、地域や河川の特性に応じたより効果的な治水対策を実施する

動きがみられる。

このような治水の考え方とそれに基づく洪水管理手法は、かつては我が

国のいたるところに存在していたし、実は現在でも、そのような姿が各地

に見られる。

これらの施設に共通するのは、洪水への対応を、川の中だけではなく、

地域全体として対応していくという考え方である。このような考え方は、

まさに流域と一体となった川のデザインを考える上で学ぶべき点が大き

い。

以下では、これらの考え方に基づく、河川デザインの事例とそこに込め

られた川との関係の考え方を紹介する。

【畳　堤】

畳堤は特殊堤防の一種である。大きく異なるのは、通常の特殊堤防が洪水

を溢れさせないために必要な高さまで壁として立ち上がるのに対し、畳堤は

橋の欄干のように枠だけが立ち上がる形となっていることである。

もちろん、枠だけでは、洪水の時には、枠の間から洪水が溢れてしまう。

洪水のときには、この枠の間に畳を差し込み、洪水が溢れさせないようにし

て対応するのである。何故、このような特殊な形となったのか。そこに川と

の付き合い方の要点がある。

通常の特殊堤では、壁が立ち上がり、川の風景を楽しむことができない。

「普段は川が眺められるように枠だけにして欲しい。洪水の時には、自分た

ちも畳を入れて協力する」といった周辺住民の防災意識の高さがこの畳堤防

を実現させているのである。

■畳堤の知恵

畳堤には、地域住民と一体となった防災ということのほかにも、①畳は

どこの家庭にもあるためすぐ用意できる（※1）、②畳は水分を含むと膨

張し強度を増す。といった知恵がこめられており、まさに防災の理にかな

った地域防災手法である。

※1　畳堤の建設当時の畳は本間サイズであったが、現在の畳は小さい

団地サイズが主流なため、畳の手配が困難になっている。龍野市水防倉庫

には本間サイズの畳を保管している。 ■揖保川（龍野市）の畳堤防(出典28-3)

■長良川畳堤断面図(出典28-2)

■水防訓練の様子(出典28-4)
　揖保川（龍野市）の水防訓練で畳を差し込
んだ状況
ちなみに、揖保川では、幸いにも畳堤を実際
に活用する洪水は起きてはいない

■長良川（岐阜市）の畳堤(出典28-1)

長良川（岐阜市）の畳堤は、金華山の麓という場所柄を反映した玉石積みの護

岸の上部に組み込まれている。揖保川の畳堤を設計した当時の技術者は、長良

川の畳堤の視察を行い、参考にしたといわれている

い ぼ
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【霞　堤】

霞堤は、上流から下流に一様に連なる連続堤防とは異なり、堤防のある区間に開口部を設け、その下流

側の堤防を堤内地側に延長させて、開口部の上流の堤防と二重になるようにした不連続な堤防である。現

在では、開口部を締め切り連続堤防とすることが多くなされているが、霞堤には、地域と川との関わりの

あり方を考える上でのヒントが潜んでいる。

霞堤には以下の2つの効果がある。一つは平常時の堤内地からの排水を容易にすること。もう一つは、上

流で堤内地に氾濫した水を霞堤の開口部からすみやかに川に戻し被害の拡大を防ぐことである。これらは

主に急流河川における霞堤防の効果であるが、緩流河川における霞堤については、二重になった堤防の間

の空間が一種の貯留スペースとして機能し、下流への流量負担の軽減という効果を持つ。また、緩流河川

では、この二重になった堤防の間に貯留またはその空間を逆流し緩やかに氾濫させた洪水による堤内農地

への栄養分の供給という効果も併せ持つ。そして、このような効果をより高めることから、霞堤は防水害

防備林と呼ばれる樹林帯と一体となって整備されることも多く、河川の風景としても実に優れたものであ

ることが多い。

このことは、洪水を川の中だけに押し込めることで、川と地域との分断を生み出したきた川づくりに対

して、地域の土地利用のあり方と河川整備のあり方が不可分であることを教えてくれる。

■霞堤の開口部(出典28-8) ■霞堤に沿って分布する水防林(出典28-9)

■阿武隈川水系荒川（福島県）

　荒川沿いには今も霞堤と見事な水防林が残る。また水防林の中に

は江戸時代以降の古い霞堤も多く残存している。水防林は、その多

くが明治大正期に保安林として指定され、今日に引き継がれてきた

たものである。近年では堤防から20ｍの堤内地側の範囲を樹林帯と

して位置づけ、不足箇所の植樹等を行っている。水防林と霞堤は、

沿川の人々による水防活動の履歴を示すものであり、近年では地域

の人々の学習やレクリエーションの場として利用されている。

【水害防備林（水防林）】

  水害防備林は、河岸の侵食を防止するとともに、氾濫流の流速低減、土砂抑止を目的とした治水施設で

あり、耕地や家屋を壊滅的な破壊から守る重要な治水工法の一つであった。水防林には各種の竹、笹類の

ほか、ケヤキ、クス、クリ、エノキなどが用いられるが、対象とする洪水・氾濫のエネルギーの強弱、水

位の高低により、樹種や樹間の密度を変えるなど、それぞれの河川・地域の特性に応じた工夫が見られ

る。また水防林として植えられたタケやクリなどの林は沿川住民の生産活動の場ともなっていた。そのた

め、維持管理は沿川住民によってなされることが多く、美しい樹林として著名な水防林も多く存在してい

る。

■水防林の中に残る旧い霞堤(出典28-6)

■荒川沿いに広がる水防林と霞堤(出典28-5)
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■水防林の中に残る旧い霞堤の実測断面図(出典28-7)
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【輪中堤】

輪中堤も現在一般的な連続堤防とは異なる治水の考え方に基づく堤防である。その違いは、連続堤が

「洪水の流れる空間を限る」という考え方であるのに対し、輪中堤は拠点的に「洪水の流れない空間を限

る」という考え方の堤防であることにある。

常習的な洪水被害に悩まされている地域において、洪水対応を図る必要性は強いが、とても河川洪水を

完全に制御することはできないという葛藤の中から生まれた知恵であるといえる。

木曽三川では、自然堤防を活用した尻無し堤（洪水の流れてくる上流側だけを堤防で守り下流側は開い

た形状の堤防）が輪中堤の起源となっている。集落を共同で守ることから、集落の周りに堤防を巡らした

かたちの輪中堤となっている。ちなみに堤内地という言葉の意味も、輪中堤をベースに発想すると納得が

いきやすい。近年では、災害復旧において、洪水被害の早期解消の観点から、輪中堤方式が採用される事

例も現れている。

■強首輪中堤(出典28-12)
　近年では、水害常襲地帯の早期解消の観点から輪中堤方式が
　見直されつつある

■空から眺めた輪中堤(出典28-10)
　我が国の代表的な輪中地帯である長良川・木曽川・揖斐川の
下流部に見られる輪中堤

■輪中堤の切割り(出典28-11)
　輪中堤の中と外を結ぶ道路を通すために設けられた輪
中堤の切割り

【水屋・水塚】

水屋・水塚は、氾濫があっても、浸水しないように盛土した屋敷

で、大規模な氾濫水位を想定して一段と高くした塚の上には、避難

用の家屋や蔵を備えている例が多い。盛土の形（平面形状）につい

ても、三角形や船形として激しい洪水氾濫に備えるなどの工夫が見

られるものもある。

　■水屋(出典28-13)
　　家の周りを石垣で囲い盛土した上に住居を構える水屋。生垣は水害防備林と同じ役
割を有する

■水屋に見られる洪水対応の知恵(出典28-14)
　盛土された敷地の上に立つ母屋から、さらに一段高い塚の上に立つ蔵に避難するため
の階段が設けられている。水屋には避難用の船を準備している場合も多い。

みずや　   みずつか

こわくび
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【川床】

流れ橋に見られた仮設構造物的な考え方を、川を楽しむ巧みな装置として洗練させたものが川床（かわ

ゆかとも呼ぶ）である。

京都鞍馬の貴船川の川床が著名である。

川の流れの中に、床机を置き、その上でせせらぎの涼をまさに五感でもって楽しみ、美味しい食事を供

するのである。

もちろん洪水時にはそんな風流を楽しむ必要は無い。平常時の穏やか流れの時だけの楽しみである。し

かし、ここにも川と付き合うための作法がある。

平常時に川床を出すといっても、夜のうちにいつ何時雨が降り出し大雨になるかも分からない。そのた

め、毎日毎日、一度出した川床をきれいに片付けて撤去するのである。その上で、また翌朝、床を出して

よいかどうかの伺いをたて、了解されれば床を出すのである。京都には、市内の鴨川河畔にも高水敷のせ

せらぎ（みそそぎ川）の上に仮設の足場を組んだ形の床があり、納涼床として夏の風物詩となっている。
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【潜橋（沈下橋）】

洪水時は水没する橋を、潜橋あるいは沈下橋と呼んでいる。高水敷

間の渡渉あるいは、通常の橋梁を設ると費用や橋高の関係などから、

架橋が困難な時に設けられる。潜橋を設ける際には、洪水の疎通能力

を十分に検討し、かつ以下の点に留意する必要がある。

フェンス類を原則としてつけないこと。これは、フェンス類に上流

から流れてくる流木やごみなどが引っ掛かり、それが流水の大きな阻

害になるからである。

流水の抵抗をできるだけ抑える断面形とすること。そのため、潜橋

では桁の断面に丸みを付けることが多い。

これらの原則を守れば潜橋を設けても構わないという単純なことで

はないが、河川公園整備の一環として、水面を渡る橋が必要と考える

際など、潜橋というものの考え方を知った上でデザインすることが有

効になる。

【流れ橋】

洪水時には流されることを前提とした、板を架け渡しただけの

簡易な形態の橋を流れ橋と呼ぶ。

架け渡した板をワイヤーで結んでおき、そのワイヤーの一端を

岸に結び付けておくことで、洪水により板は流されるが、洪水後

ワイヤーを手繰り寄せることで、元の板をまた容易にかき集める

ことができ、橋を復活させる。同様の考え方に基づく堰もある。

流れ橋にみられる考え方は、河川のデザインを考える場合に、

永久構造物としての姿だけでなく、いわば、仮設構造物的なデザ

インのあり方の可能性を教えてくれている。

■四万十川の半家沈下橋（潜橋）(出典28-15)

　後ろに架かる通常の橋梁と比べるとその特徴の差が明瞭である

■京都鞍馬貴船川の川床(出典28-17) ■京都鴨川川沿いの納涼床(出典28-18)

■円山川の流れ橋(出典28-16)

もぐり ちんか

はんげ

かわどこ
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6.00m 8.00m 1.45m1.35m 7.38m

3.60m 2.90m
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流れのデザイン
河川のデザインを考えるにあたって、流れの表情をどのようにデザ

インするかは大きなポイントになる。静かにゆったりとした流れを演

出するのか、清涼感のある流れを演出するのか、など。

ここでは、これらの流れのデザインに関する基本的な知見を示す。

流速：0.06ｍ／ｓ
流れがない、波立ちなし

流速：0.18ｍ／ｓ
流れがわかる、波立ちなし

流速：0.55ｍ／ｓ
流れがよくわかる、波立ちあり

流速：0.73ｍ／ｓ
速い流れ、波立ちあり

流速：1.31ｍ／ｓ
非常に速い流れ、波立ち大

■流れのイメージと流速の関係(出典29-3)

■流れの表情と流速(出典29-2)

流れはほとんど感じない。

■藍場川（萩）(出典29-6)
表面流速：約0.1ｍ／ｓ

流れは感じない。
静水面に河辺の柳や街並が映る。

■倉敷川（倉敷）(出典29-4)

表面流速：0（流れなし）

あいば

河川編

■利用形態と流速の関係(出典29-1)

■倉敷川断面イメージ(出典29-5)

■藍場川断面イメージ(出典29-7)



2.90m6.10m

かなり速い流れであり、やすら
ぎと同時に清涼感を強く感じる。

波立って流れる箇所もあり豊か
な流れを感じる。
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■明神川（京都社家町）(出典29-12)

11.15m 10.70m 8.08m

表面流速：約0.8ｍ／ｓ

表面流速：約0.6ｍ／ｓ

■広瀬川（前橋）(出典29-14)

4.90m 4.04m 3.00m

1.30m1.30m 4.95m5.70m 2.65m

表面流速：約0.3ｍ／ｓ

■京都・琵琶湖疎水(出典29-8)

表面流速：約0.6ｍ／ｓ

■高瀬川(出典29-10)

ゆるやかな流れを感じることが
できる。

水面が近いこともあり、ゆるや
かながらも豊かな流れを感じる。

河川編

■京都・琵琶湖疎水断面イメージ(出典29-9)

■高瀬川断面イメージ(出典29-11)

■明神川断面イメージ(出典29-13)

■広瀬川断面イメージ(出典29-15)
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引用 鴨川及高野川改修計画概要 京都府 1937年
引用 鴨川及高野川改修計画書ならびに鴨川改修計画に附帯する事業計画 京都府 1938年
引用 千年の都と鴨川治水 京都府土木建築部河川課 2003年
引用 鴨川改修事業計画ならびに施工の大要附図 京都府
参考 鴨川改修ニ関スル稟請書 京都府 1935年
参考 昭和十年六月二十九日鴨川未曽有の大洪水と旧都復興計画 京都府 1935年
参考 土木試験所報告　第49号（急流河川の床止堰堤下流部の洗掘に関する模型実験） 安芸皎一・佐藤清一 内務省土木試験所 1940年
参考 淀川百年史 建設省近畿地方建設局 建設省近畿地方建設局 1974年
参考 鴨川の歩み 京都府京都土木工営所 1979年
参考 戦前の鴨川改修計画における環境面の配慮　（『第7回日本土木史研究発表会論文集』） 松浦茂樹 (社)土木学会 1987年
参考 水辺空間の魅力と創造 松浦茂樹・島谷幸宏 鹿島出版 1987年
参考 水辺におけるアメニティの変遷に関する研究　（『土木計画学研究・論文集』第16号） 田中尚人、川崎雅史、牧田通 (社)土木学会 1999年
参考 鴨川公園全体関連調書 京都府

引用・参考資料リスト【河川分野】

■富士川水系・信玄堤

■巴川・香嵐渓

■大谿川・城崎温泉街地先護岸

■夙川・河川敷緑地

■鴨川・京都市街地河道
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種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次
参考 山口県のホタル護岸工法　（『河川』395号） 重本達雄・河口英明 （社）日本河川協会 1979年
参考 河川の新しい試み－住みよい環境をめざして－ 山口県土木建築部河川課 山口県土木建築部河川課 1982年
参考 川づくりをまちづくりに 樋口明彦＋川からのまちづくり研究会 （株）学芸出版社 2003年

種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次
引用 水辺の景観設計 (社)土木学会 技報堂出版（株） 1988年
参考 河川景観デザインのために　（『クリーンエージ』1981年9月号） 北村眞一 1981年
参考 市民がデザインする広島の水辺風景　（『リサーチ中国』2005年2月号） 隆杉純子 （社）中国地方総合研究センター 2005年

参考
 土木学会デザイン賞2003（土木学会、景観・デザイン委員会ホームページ）
http://www.jsce.or.jp/committee/lsd/prize/2003/works/2003s1.html

(社)土木学会

参考
太田川基町護岸設計主旨（北村眞一ホームページ）
http://www.js.yamanashi.ac.jp/~skita/otar0.htm
http://www.js.yamanashi.ac.jp/~skita/otarivpres1.htm

北村眞一

種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次
参考 八東川多自然型川づくり 鳥取県郡家土木事務所 1995年
参考 多自然型川づくりとサロン方式による全住民参加の川づくり手法について 美甘頼昭
参考 まちと水辺に豊かな自然をⅢ （財）リバーフロント整備センター （株）山海堂 1996年

種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次
引用 土木学会デザイン賞作品選集2002 （社）土木学会景観・デザイン委員会 2003年
引用 GROUNDSCAPE篠原修の風景デザイン 東京大学景観研究室編著 2006年
引用 津和野川ふるさとの川整備事業パンフレット 島根県・津和野町 1996年

引用 シビックデザイン～自然・都市・人々の暮らし
建設省中部地方建設局シビックデザイン検
討委員会編・岡田一天 他

大成出版 1996年

種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次
引用 土木学会デザイン賞作品選集2004 （社）土木学会景観・デザイン委員会 2005年
参考 都市に水辺をつくる 藤原宣夫編著・伊藤登 他 技術書院 1999年

種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次
引用 土木学会デザイン賞作品選集2005 （社）土木学会景観・デザイン委員会 2006年
参考 土木学会デザイン賞応募説明資料 日本建設コンサルタント㈱
参考 子吉川二十六地区災害関連緊急事業パンフレット 建設省秋田工事事務所
参考 平成6年度子吉川二十六地区河道計画検討補足業務報告書 日本建設コンサルタント㈱ 1994年
参考 平成7年度二十六地区水制工調査報告書 日本建設コンサルタント㈱ 1996年
参考 平成8年度二十六地区水制工調査報告書 日本建設コンサルタント㈱ 1997年

種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次
引用 土木学会デザイン賞作品選集2005 （社）土木学会景観・デザイン委員会 2006年
引用 和泉川流域ワークショップパンフレット 横浜市下水道局河川設計課 1989年
引用 和泉川環境整備計画（案） 横浜市 1988年
参考 多自然型川づくりを越えて 吉川勝英編著・吉村伸一他 （株）学芸出版社 2007年

■一の坂川・石積護岸

■子吉川・二十六木地区多自然型川づくり

■太田川・基町護岸

■八東川・多自然型川づくり

■津和野川・景観整備

■阿武隈川・渡利地区水辺空間整備

■和泉川・東山の水辺と関ヶ原の水辺
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種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次

引用 船頭平閘門（パンフレット）
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川
事務所

国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川
事務所

2005年

引用 船頭平閘門改築記念誌 （財）河川環境管理財団
建設省中部地方建設局
木曽川下流工事事務所

1996年

参考 船頭平閘門のあらまし
国土交通省中部地方整備局木曽川下流工事
事務所・船頭平閘門管理所・（財）河川環
境管理財団

国土交通省中部地方整備局木曽川下流工事
事務所・船頭平閘門管理所・（財）河川環
境管理財団

2001年

参考 生まれ変わった船頭平閘門
建設省中部地方整備局
木曽川下流工事事務所

1994年

種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次

引用 荒川 歴史を語る荒川写真集 大正10年～昭和20年
建設省関東地方建設局
荒川下流工事事務所

建設省関東地方建設局
荒川下流工事事務所

参考 都市を往く荒川　荒川下流工事事務所七十五年史
荒川下流工事事務所七十五年史編集委員
会・（株）建設環境研究所

建設省関東地方建設局
荒川下流工事事務所

1990年

参考 荒川下流誌 荒川下流誌編纂委員会 （財）リバーフロント整備センター 2005年

種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次
引用 美しい国づくり 美しい国土づくりアドバイザー制度事例紹介(旧北上川分留施設改築事業) 国土交通省東北地方整備局ホームページ

引用 旧北上川分流施設改築事業計画概要パンフレット
国土交通省東北地方整備局
北上川下流工事事務所

1999年

引用 鴇波水門建設工事図面・脇谷水門建設工事図面
国土交通省東北地方整備局
北上川下流河川事務所

参考 北上川百十年史 建設省東北地方建設局 1991年

参考 北上川歴史読本・其ノ壱（改修史）
国土交通省東北地方整備局
北上川下流工事事務所

1999年

参考 分流施設計画検討委員会資料
建設省東北地方建設局
北上川下流工事事務所

種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次
引用 疏導要書 南部長恒 1834年

参考
嘉瀬川・石井樋地区における歴史的水システムの再生計画
　（『景観・デザイン研究講演集』No.２）

吉村伸一 (社)土木学会 2006年

参考 石井樋大井手堰の土木造形　（『景観・デザイン研究講演集』No.２） 逢澤正行 (社)土木学会 2006年
参考 成富兵庫の土木技術と石井樋の復元　（『葉隠研究』58号） 尾澤卓思 葉隠研究会 2006年
参考 石井樋　さが水ものがたり館の紙上紹介　（『葉隠研究』58号） 金子信二 葉隠研究会 2006年
参考 石井樋関連遺構の石垣について　（『佐賀市埋蔵文化財調査報告書 第５集 石井樋』） 高瀬哲郎 佐賀市教育委員会 2006年
参考 佐賀・石井樋の復元設計にかかわって　（『国づくりと研修』118） 吉村伸一 （財）全国建設研修センター 2007年

種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次
引用 床島堰開発史展図録 久留米市立草野歴史資料館 久留米市立草野歴史資料館 1986年

引用 筑後川農業水利誌 筑後川農業水利誌編纂委員会
九州農政局
筑後川水系農業水利調査事務所

1977年

引用 筑後川大百科
国土交通省九州地方整備局
筑後川河川事務所

国土交通省九州地方整備局
筑後川河川事務所

2003年

参考 筑後川五十年史 建設省九州地方建設局筑後川工事事務所 1976年
参考 改訂山田井堰堀川三百年史 山田堰土地改良区 鶴田多多穂 1981年

■荒川・岩渕水門

■木曽川・船頭平閘門

■嘉瀬川・石井樋

■筑後川・山田堰

■旧北上川分琉施設群（脇谷水門・鴇波水門）
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種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次
引用 保存版古写真でみる江戸から東京へ 小沢健志・鈴木理生監修 （株）世界文化社 2001年
引用 ビジュアルブック江戸東京5　水の東京 陣内秀信 （株）岩波書店 1993年
参考 隅田公園 川本昭雄 （株）郷学舎 1981年
参考 東京の公園110年 東京都建設局公園緑地部 東京都建設局公園緑地部 1985年
参考 東京都市計画物語 越沢明 ちくま学芸文庫 2001年
参考 帝都復興事業誌　建築編・公園編 内務省復興事務局 1931年
参考 隅田公園へ行こう～隅田公園沿革史～ パシフィックコンサルタンツ（株） 墨田区役所 2004年

種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次
引用 『大正5年 砂防工事関係書類 土木課 全』 長野県 1916年
引用 牛伏川砂防工事沿革史 牛伏川砂防工事沿革史編纂会 牛伏川砂防工事沿革史編纂会 1933年
引用 松本砂防のあゆみ－信濃川上流直轄砂防百年史ー 信濃川上流直轄砂防百年史編集委員会 建設省北陸地方建設局松本砂防工事事務所 1979年
参考 日本砂防史 - （社）全国治水砂防協会 1981年

参考
続・ふるさと土木史「長野県 牛伏川－フランス式階段工」（早川秀輔・近藤浩一・山岸久
一執筆分）

（社）経済調査会編 （社）経済調査会編 1977年

種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次
引用 岐阜県近代化遺産（建造物等）総合調査報告書 岐阜県教育委員会指導部文化課 岐阜県教育委員会 1996年
参考 日本の砂防 - （社）全国治水砂防協会 1990年
参考 砂防に挑んだ人たち - 南濃町役場 1993年
参考 砂防環境整備事業記録集（羽根谷だんだん公園・さぼう遊学館） 「砂防環境整備事業記録集」編集委員会 砂防広報センター 1998年

種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次
引用 雲原川　砂防設備修繕業務委託報告書 京都府中丹西土木事務所 2005年
引用 赤木正雄の足跡 矢野義男
参考 砂防一路 赤木正雄 1965年
参考 日本砂防史 （社）治水砂防協会 1991年
参考 砂防遺産 雲原流路工（砂防学会誌　Vol51.No3） 矢野義男 1998年
参考 雲原砂防と地域の暮らし 京都府福知山土木事務所 2004年
参考 雲原の砂防 京都府福知山土木事務所 2004年
参考 新登録の文化財（『月刊文化財』平成18年8月号） 文化庁文化財部 2006年

種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次
引用 神戸市水道70年史 神戸市水道局 1973年
引用 中島工学博士記念　日本水道史 中島工学博士記念事業委員会 1927年
参考 ダム空間をトータルにデザインする 篠原修編、池田弘樹他 山海堂 2007年

種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次
引用 神戸市水道70年史 神戸市水道局 1973年
引用 中島工学博士記念　日本水道史 中島工学博士記念事業委員会 1927年
参考 ダム空間をトータルにデザインする 篠原修編、池田弘樹他 山海堂 2007年

■隅田川・隅田公園

■牛伏川・フランス式階段工

■木曽川水系・羽根谷砂防第一堰堤

■布引ダム（五本松堰堤）

■雲原砂防施設群

■立ヶ畑ダム（烏原堰堤）
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種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次
引用 小牧ダム発電工事報告（『土木学会誌』第18巻4号） 石井頴一朗 1932年
参考 関西電力五十年史 関西電力株式会社 2002年

種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次
参考 大分県土地改良史 大分県農政部 1979年
参考 富士緒井路水利史 富士緒井路土地改良区 1981年
参考 大分県の近代化遺産 大分県教育委員会 1994年
引用 白水ダム物語 岡の里事業実行委員会 2002年
引用 白水貯水池ノ事業経過概要 富士緒井路土地改良区 富士緒井路土地改良区所蔵

種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次

引用 堰の設計 山内彪、（財）ダム技術センター （株）山海堂 1990年

引用 信濃川大河津分水誌 第２集・第２集別冊 建設省北陸地方建設局長岡工事事務所 建設省北陸地方建設局長岡工事事務所 1968年

引用 河川工学 宮本武之輔 アルス 1936年

引用 都市を往く荒川　荒川下流工事事務所75年史
荒川下流工事事務所七十五年史編集委員
会・（株）建設環境研究所

建設省関東地方建設局
荒川下流工事事務所

1990年

引用 水門工学
水工環境防災技術研究会・「水門工学」編
纂委員会

技報堂出版（株） 2004年

引用 鋼鉄ゲート百選 水門の風土工学研究委員会 技報堂出版（株） 2000年

参考 大河津分水路パンフレット
国土交通省北陸地方整備局
信濃川河川事務所

種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次
参考 石垣と石積壁 窪田祐 （株）学芸出版社 1980年
参考 石積の秘法とその解説（改訂増補版） 大久保森造・大久保森一 理工図書（株） 1983年
参考 水辺階段の型と形に関する研究　（『造園雑誌』52巻5号） 石井桂・下村彰男・篠原修 （社）日本造園学会 1989年

種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次

引用 畳堤
国土交通省近畿地方整備局
姫路河川国道事務所

2004年

引用 木曽三川の治水史を語る
建設省中部地方整備局
木曽川上流工事事務所

1969年

参考 木曽三川治水百年のあゆみ 建設省中部地方建設局 1995年
参考 水害防備林 上田弘一郎 産業図書 1955年
引用 写真集空から見る木曽三川下流 建設省木曽川下流工事事務所 1995年
参考 伸びゆく輪中　三訂版 海津町教育委員会 1998年
参考 都市の水辺をデザインする 篠原修編、岡田一天他 彰国社 2005年

引用 四万十川全沈下橋一覧
四万十川ポータルサイト
四万十かざぐるま

引用 空から見た雄物川 強首橋・強首輪中堤付近
国土交通省東北地方整備局
湯沢河川国道事務所

種別 文献・資料名 編著者・作成者 発行・出版等 年次
参考 生きている水路 渡辺一二 東海大学出版会 1984年
引用 河川風景デザイン 島谷幸宏編著 山海堂 1994年
引用 川の親水プランとデザイン (財)リバーフロント整備センター 山海堂 1995年

■伝統治水に学ぶしなやかなデザイン

■流れのデザイン

■小牧ダム

■白水ダム

■水門の開閉装置の変化とデザイン

■護岸の端部デザイン
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図版出典リスト【河川分野】

頁 出典番号 出典など

002 開国橋付近上空より上流方向に竜王信玄堤を望む 写真 1-1 甲斐市提供

002 位置図 図 1-2 国土地理院1/25000地形図を基に加筆

003 釜無川・御勅使川の河道変遷図 図 1-3
『山梨郷土研究会・山梨県考古学協会・武田氏研究会第１回合同シンポジウム 信玄堤の再評価 資料集』に記載されている旧
流路図などから作成

003
釜無川・御勅使川における信玄堤システムの概要
図

図 1-4
『甲斐の道づくり・富士川の治水』（建設省関東地方建設局甲府工事事務所、1989年）ｐ171に記載されている図に『富士川
の治水を見る』の情報などを加筆

003 石積み出し（左上） 写真 1-5 国土技術政策総合研究所

004 石積み出し（左下） 写真 1-6 和田一範『グラフ信玄堤・千二百年の系譜と大陸からの潮流』ｐ16の写真を転載（一部加筆）

004 竜岡将棋頭（左上） 写真 1-7 和田一範『グラフ信玄堤・千二百年の系譜と大陸からの潮流』ｐ21の写真を転載（一部加筆）

004 竜岡将棋頭（左下） 写真 1-8 和田一範『グラフ信玄堤・千二百年の系譜と大陸からの潮流』ｐ20の写真を転載（一部加筆）

004 十六石 写真 1-9 和田一範『グラフ信玄堤・千二百年の系譜と大陸からの潮流』ｐ23の写真を転載（一部加筆）

004 堀切 写真 1-10 和田一範『グラフ信玄堤・千二百年の系譜と大陸からの潮流』ｐ22の写真を転載（一部加筆）

004 高岩 写真 1-11 国土技術政策総合研究所
005 竜王信玄堤下流の水防林 写真 1-12 国土技術政策総合研究所
005 毎年４月に行われる「おみゆきさん」 写真 1-13 和田一範『グラフ信玄堤・千二百年の系譜と大陸からの潮流』ｐ93の写真を転載（一部加筆）
005 高岩頭首工 写真 1-14 国土技術政策総合研究所
005 廃止された岩穴水門 写真 1-15 国土技術政策総合研究所

006 貞享５年（1688）に書かれた絵図 写真 1-16 『甲斐の道づくり・富士川の治水』ｐ174の図を転載（信玄堤の古絵図）

006 文政７年（1824）に書かれた絵図 写真 1-17 甲斐市提供

006
竜王信玄堤の変化を比較するために絵図を現況地
形に照らし合わせて作成したものと思われる図

図 1-18 中村正賢『武田信玄と治水』ｐ89の図を転載

007 二番堤付近の現況断面図 図 1-19 国土交通省関東地方整備局甲府河川国道事務所提供資料をもとに作成
007 竜王信玄堤現況平面図 図 1-20 国土交通省関東地方整備局甲府河川国道事務所提供資料に加筆
007 信玄堤公園 写真 1-21 国土技術政策総合研究所
007 竜王信玄堤地先の堤防天端風景 写真 1-22 国土技術政策総合研究所
007 竜王信玄堤地先に設置された聖牛 写真 1-23 国土技術政策総合研究所

頁 出典番号 出典など
008 巴川 香嵐渓 写真 2-1 ㈱地域開発研究所所蔵
008 分割された護岸の中に植栽された楓 写真 2-2 国土技術政策総合研究所

008
80年あまりの歳月をかけて楓や桜を植栽した飯盛
山

写真 2-3 国土技術政策総合研究所

008 位置図 図 2-4 国土地理院1/25000地形図を基に加筆

009 大正13年の園地整備写真 写真 2-5 『足助町観光協会創立50周年記念誌』ｐ12の写真を転載

009 巴川現況平面図 図 2-6 豊田市足助支所提供資料に加筆
009 複数に区分された護岸 写真 2-7 国土技術政策総合研究所
009 断面位置を河原側から見る 写真 2-8 国土技術政策総合研究所
009 断面図 図 2-9 現地において簡易測量した数値を基に作成

■富士川水系・信玄堤

写真・図

■巴川・香嵐渓

写真・図
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頁 出典番号 出典など
010 大谿川護岸 写真 3-1 国土技術政策総合研究所
010 位置図 図 3-2 国土地理院1/25000地形図を基に加筆

011 完成直後の弓形橋と特殊堤 写真 3-3  豊岡市城崎支所提供資料
011 現在の弓形橋と特殊堤 写真 3-4 国土技術政策総合研究所
011 桃島橋より下流 写真 3-5 国土技術政策総合研究所
011 桃島橋付近から上流 写真 3-6 国土技術政策総合研究所
011 中心部の平面図 図 3-7 兵庫県但馬県民局豊岡土木事務所資料を基に作成
011 大谿川断面図 図 3-8 兵庫県但馬県民局豊岡土木事務所資料を基に作成
012 桃島橋・右岸側正面 写真 3-9 国土技術政策総合研究所
012 桃島橋・上流からの全体 写真 3-10 国土技術政策総合研究所
012 桃島橋・上流からの俯瞰 写真 3-11 国土技術政策総合研究所
012 桃島橋・右岸側・正面図 図 3-12 現地におけるレーザー測量成果より
012 桃島橋・上流側・側面図 図 3-13 現地におけるレーザー測量成果より
013 上流にある王橋 写真 3-14 国土技術政策総合研究所
013 特殊堤 写真 3-15 国土技術政策総合研究所

013
特殊堤の上部に設置された街灯と橋梁ライトアッ
プ用の照明

写真 3-16 国土技術政策総合研究所

013 玄武岩を利用した護岸 写真 3-17 国土技術政策総合研究所
013 玄武洞で見られる柱状節理の玄武岩 写真 3-18 国土技術政策総合研究所
013 大谿川左岸護岸立面図 図 3-19 現地におけるレーザー測量成果より

頁 出典番号 出典など
014 夙川河川敷緑地 写真 4-1 国土技術政策総合研究所
014 位置図 図 4-2 国土地理院1/25000地形図を基に加筆
015 大井手橋上流付近の夙川河川緑地 写真 4-3 国土技術政策総合研究所
015 昭和12年（1937）当時の夙川公園 写真 4-4 兵庫県西宮土木事務所提供資料より
015 整備当初の断面図 図 4-5 『夙川公園概要』に記載された図に加筆（寸法入れ直し・清書）
015 整備当初と変わらぬ「こおろぎ橋」 写真 4-6 国土技術政策総合研究所
016 夙川中流域の緑地公園平面図 図 4-7  兵庫県西宮土木事務所提供資料より
016 こおろぎ橋から上流をみる 写真 4-8 国土技術政策総合研究所
016 こおろぎ橋上流付近の断面図 図 4-9 兵庫県西宮土木事務所提供資料断面図を基に作成
016 園地内に設置されている河川構造物 写真 4-10 国土技術政策総合研究所
016 夙川の河川断面図 図 4-11 兵庫県西宮土木事務所提供資料断面図を基に作成
017 整備当初の堰堤（床止工）構造図 図 4-12 『夙川公園概要』に記載された図に加筆（寸法入れ直し・清書）
017 堰堤（床止工）周辺に設置されている飛び石 写真 4-13 国土技術政策総合研究所
017 各所に設けられている堰堤（床止工） 写真 4-14 国土技術政策総合研究所
017 阪神大水害時の夙川の被害状況 写真 4-15 西宮市提供資料

■大谿川・城崎温泉街地先護岸

写真・図

■夙川・河川敷緑地

写真・図
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頁 出典番号 出典など
018 四条大橋より上流右岸を望む 写真 5-1 国土技術政策総合研究所
018 位置図 図 5-2 国土地理院1/25000地形図を基に加筆
019 鴨川断面位置図 図 5-3 京都市提供の平面図に京都府京都土木事務所提供資料の設計当時の断面位置を加筆
019 鴨川断面図 図 5-4 京都府京都土木事務所提供資料（鴨川設計図面類）の設計当時の図面を基に作成
019 左岸側の改修計画 図 5-5 『鴨川及高野川改修計画概要』に記載の図面を転載
019 鴨川中流部の改修前後 図 5-6 『鴨川及高野川改修計画書ならびに鴨川改修に附帯する事業計画』に記載の図面を転載
019 改修前の四条駅周辺の鴨川の写真 写真 5-7 『千年の都と鴨川治水』にある写真を利用
019 左岸改修後の四条駅周辺の鴨川の写真 写真 5-8 『千年の都と鴨川治水』にある写真を利用
020 鴨川改修計画標準横断の比較検討 図 5-9 京都府京都土木事務所提供資料（鴨川設計図面類）
020 鴨川 低水護岸標準断面 図 5-10 京都府京都土木事務所提供の設計図面を清書
020 四条大橋付近 写真 5-11 国土技術政策総合研究所
020 高野川合流点付近 写真 5-12 国土技術政策総合研究所
020 四条大橋付近の巻天端 写真 5-13 国土技術政策総合研究所
021 鴨川本川にある床止堰堤 写真 5-14 国土技術政策総合研究所
021 床止堰堤計画平面図 図 5-15 鴨川改修事業計画ならびに施工の大要附図に記載の図面を清書
021 床止堰堤の袖壁部 写真 5-16 国土技術政策総合研究所
021 床止堰堤 写真 5-17 国土技術政策総合研究所
021 床止堰堤計画縦断図 図 5-18 鴨川改修事業計画ならびに施工の大要附図に記載の図面を清書

頁 出典番号 出典など

022 琴水橋付近の一の坂川 写真 6-1 国土技術政策総合研究所
022 昭和40年代の一の坂護岸 写真 6-2 山口県土木建築部河川課提供資料
022 位置図 図 6-3 国土地理院1/25000地形図を基に加筆
023 現在の一の坂護岸 写真 6-4 国土技術政策総合研究所
023 イメージ平面図 図 6-5 山口県土木建築部河川課提供資料を基に作成
023 断面図 図 6-6 山口県土木建築部河川課提供資料を基に作成
024 一般的な河川護岸の構造 図 6-7 山口県土木建築部河川課提供資料を基に作成
024 一の坂川の護岸 図 6-8 山口県土木建築部河川課提供資料を基に作成
024 半練護岸の工事 写真 6-9 山口県土木建築部河川課提供資料
024 現在の半練護岸 写真 6-10 国土技術政策総合研究所
024 現在の高水敷の状況 写真 6-11 国土技術政策総合研究所
024 昭和50年代の写真 写真 6-12 山口県土木建築部河川課提供資料
025 下流側に向いて設置されている階段 写真 6-13 国土技術政策総合研究所
025 護岸部にある階段 写真 6-14 国土技術政策総合研究所
025 階段部平面図 図 6-15 現地において簡易測量した数値を基に作成
025 道路側からみた一の坂川 写真 6-16 国土技術政策総合研究所
025 乱舞するゲンジボタル 写真 6-17 山口市提供

■鴨川・京都市街地河道

写真・図

■一の坂川・石積護岸

写真・図
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頁 出典番号 出典など
026 基町護岸 写真 7-1 国土技術政策総合研究所
026 位置図 図 7-2 国土地理院1/25000地形図を基に加筆
027 平面図 図 7-3 『水辺の景観設計』より転載
027 空鞘橋・上流部・標準断面図A-A 図 7-4 『水辺の景観設計』より転載
027 空鞘橋・下流部・標準断面図B-B 図 7-5 『水辺の景観設計』より転載
027 空鞘橋 上流部 写真 7-6 国土技術政策総合研究所
028 空鞘橋・上流部・平面図 図 7-7  北村眞一提供資料（計画・設計当時の図面）を清書
028 倒れる前のポプラ 写真 7-8 ㈱地域開発研究所所蔵
028 テラスを持つ階段 写真 7-9 国土技術政策総合研究所
028 空鞘橋上流部の中央部・階段平面・断面図 図 7-10  北村眞一提供資料（計画・設計当時の図面）を清書
028 空鞘橋・上流部・低水護岸詳細断面図 図 7-11 『水辺の景観設計』より転載

029 空鞘橋・下流部・平面図 図 7-12  北村眞一提供資料（計画・設計当時の図面）を清書
029 側壁勾配が1:0.3の階段 写真 7-13 国土技術政策総合研究所

029 空鞘橋下流部階段 平面図 図 7-14  北村眞一提供資料（計画・設計当時の図面）を清書
029 階段状の水制（B） 写真 7-15 国土技術政策総合研究所

029 空鞘橋下流部水制工（B）平面図・断面図 図 7-16  北村眞一提供資料（計画・設計当時の図面）を清書
029 丸みのある水制（A） 写真 7-17 国土技術政策総合研究所
029 空鞘橋下流部水制工（A） 断面図 図 7-18 『水辺の景観設計』より転載
029 エッジライン 写真 7-19 国土技術政策総合研究所

029 護岸とテラス部の詳細断面 図 7-20  北村眞一提供資料（計画・設計当時の図面）を清書

頁 出典番号 出典など

030 流れを取り戻した八東川の旧河道 写真 8-1 島谷幸宏所蔵
030 位置図 図 8-2 国土地理院1/25000地形図を基に加筆
031 全体計画平面図 図 8-3 鳥取県資料(八東川改良工事平面図、平成6年度)を基に加筆
032 主要断面図 図 8-4 鳥取県資料(｢八東川多自然型川づくり｣鳥取県郡家土木事務所、平成7年)を基に加筆
032 帯工構造図 図 8-5 鳥取県資料(｢八東川多自然型川づくり｣鳥取県郡家土木事務所、平成7年)を基に加筆
032 帯工の状況（遠景） 写真 8-6 国土技術政策総合研究所
032 帯工の状況（近景） 写真 8-7 国土技術政策総合研究所
032 水際部の空石積工と柳枝工 写真 8-8 島谷幸宏所蔵
032 水際部の空石積工と柳枝工 写真 8-9 国土技術政策総合研究所
033 分派部の状況(左上が上流側からの全景) 写真 8-10 島谷幸宏所蔵
033 復活前の旧河道 写真 8-11 「まちと水辺に豊かな自然をⅢ」財団法人リバーフロント整備センター、平成8（1996）年
033 復活なった旧河道 写真 8-12 「まちと水辺に豊かな自然をⅢ」財団法人リバーフロント整備センター、平成8（1996）年
033 分派部の考え方（平面図） 図 8-13 鳥取県資料(｢多自然型川づくりとサロン方式による全住民参加の川づくり手法について｣美甘頼昭)を基に加筆
033 分派部の考え方（A-A断面図） 図 8-14 鳥取県資料(｢多自然型川づくりとサロン方式による全住民参加の川づくり手法について｣美甘頼昭)を基に加筆
033 水理実験の様子 写真 8-15 「まちと水辺に豊かな自然をⅢ」財団法人リバーフロント整備センター、平成8（1996）年

■太田川・基町護岸

写真・図

■八東川・多自然型川づくり

写真・図
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頁 出典番号 出典など
034 伝統行事の舞台となった水辺空間 写真 9-1 （株）プランニングネットワーク所蔵
034 位置図 図 9-2 国土地理院1/25000地形図を基に加筆
035 全体計画平面図 図 9-3 （株）プランニングネットワーク
035 橋詰め広場部断面図(C-C) 図 9-4 GROUNDSCAPE篠原修の風景デザイン、東京大学景観研究室編著　平成18（2006）年
036 橋詰広場 写真 9-5 国土技術政策総合研究所
036 橋詰広場から水辺への階段 写真 9-6 国土技術政策総合研究所
036 橋詰広場平面図 図 9-7 （株）プランニングネットワーク
036 庭園広場 写真 9-8 「津和野川ふるさとの川整備事業パンフレット」島根県・津和野町、平成8（1996）年
036 落差工 写真 9-9 国土技術政策総合研究所
036 落差工平面図 図 9-10 「シビックデザイン～自然・都市・人々の暮らし」建設省中部地方建設局シビックデザイン検討委員会編、平成8（1996）年
037 護岸の深目地仕上げ 写真 9-11 （株）プランニングネットワーク所蔵
037 下流区間のパラペット 写真 9-12 国土技術政策総合研究所
037 上流区間のパラペット 写真 9-13 国土技術政策総合研究所
037 落差工の施工状況 写真 9-14 （株）プランニングネットワーク所蔵
037 低水護岸部の状況 写真 9-15 国土技術政策総合研究所
037 夏祭りの準備中の様子 写真 9-16 津和野町提供

頁 出典番号 出典など

038 対岸から見た渡利地区全景 写真 10-1 （株）プランニングネットワーク所蔵
038 大ブタクサ等に覆われた整備前の状況 写真 10-2 （株）プランニングネットワーク所蔵
038 位置図 図 10-3 福島市都市計画図を基に加筆
039 基本的な盤高設定 図 10-4 （株）プランニングネットワーク
039 移行帯による盤の配置 図 10-5 （株）プランニングネットワーク
039 粗造成段階における中位盤と高位盤の関係 写真 10-6 （株）プランニングネットワーク所蔵
039 粗造成段階における低位盤の状況 写真 10-7 （株）プランニングネットワーク所蔵
040 視覚的稜線による空間認識 図 10-8 （株）プランニングネットワーク
040 視覚的稜線による空間区分 写真 10-9 （株）プランニングネットワーク所蔵
040 視覚的稜線による不可視領域の形成 写真 10-10 （株）プランニングネットワーク所蔵
040 高水敷上に樹木を移植 写真 10-11 （株）プランニングネットワーク所蔵
040 樹木の重なりによる遠近感 写真 10-12 （株）プランニングネットワーク所蔵
040 移植後安定期に入った樹木 写真 10-13 （株）プランニングネットワーク所蔵
040 最下流端のワンド空間 写真 10-14 （株）プランニングネットワーク所蔵
040 再整備後の水際線 写真 10-15 （株）プランニングネットワーク所蔵
040 視線を受けとめる樹木配置 写真 10-16 （株）プランニングネットワーク所蔵
040 広い空間を引き締める樹木 写真 10-17 （株）プランニングネットワーク所蔵
040 活動の拠り所となる樹木 写真 10-18 （株）プランニングネットワーク所蔵

041
自然的な変化を生み出すための断面形の連続的な
変化

図 10-19 （株）プランニングネットワーク

041 造成コンター図 図 10-20 （株）プランニングネットワーク
041 中小洪水による側方洗掘 写真 10-21 （株）プランニングネットワーク所蔵
041 見試しによる樹木周りの盤高調整と補強 写真 10-22 （株）プランニングネットワーク所蔵
041 模型による空間確認 写真 10-23 （株）プランニングネットワーク所蔵
041 見試しによる再整備 写真 10-24 （株）プランニングネットワーク所蔵

■津和野川・景観整備

写真・図

■阿武隈川・渡利地区水辺空間整備

写真・図

河川編│123



頁 出典番号 出典など
042 二十六木地区水制工群全景 写真 11-1 「土木学会デザイン賞作品選集2005」社団法人土木学会景観・デザイン委員会　平成18（2006）年
042 位置図 図 11-2 国土地理院1/25000地形図を基に加筆
043 工事範囲とその概要 図 11-3 子吉川二十六地区災害関連緊急事業パンフレット　建設省秋田工事事務所

043
二次元流況解析による水制設置効果の予測シミュ
レーション

図 11-4
「平成6年度子吉川二十六地区河道計画検討補足業務報告書」日本建設コンサルタント　平成6（1994）年　p32・p38を基に加
筆

044 洪水による河床変動 図 11-5 「平成7年度二十六地区水制工調査報告書」日本建設コンサルタント　平成8（1996）年　p3-37を基に加筆
044 伝統漁法による漁労風景 写真 11-6 「土木学会デザイン賞応募説明資料」
044 施工後3ヶ月経過（1995年6月） 写真 11-7 「土木学会デザイン賞応募説明資料」
044 施工後1年6ヶ月経過（1996年9月） 写真 11-8 「土木学会デザイン賞応募説明資料」
045 水制工構造図（平面・断面） 図 11-9 子吉川二十六地区災害関連緊急事業パンフレット　建設省秋田工事事務所
045 護岸部標準断面図 図 11-10 子吉川二十六地区災害関連緊急事業パンフレット　建設省秋田工事事務所
045 根固めブロックの施工状況 写真 11-11 「土木学会デザイン賞応募説明資料」

頁 出典番号 出典など
046 東山の水辺全景 写真 12-1 「土木学会デザイン賞作品選集2005」社団法人土木学会景観・デザイン委員会　平成18（2006）年
046 位置図 図 12-2 国土地理院1/25000地形図を基に加筆
047 全体計画平面図（東山の水辺） 図 12-3 横浜市下水道局河川設計課パンフレット「和泉川流域ワークショップ」平成元（1989）年
047 断面図（東山の水辺） 図 12-4 横浜市下水道局河川設計課パンフレット「和泉川流域ワークショップ」平成元（1989）年
047 整備前の状況 写真 12-5 吉村伸一所蔵
047 東山の水辺 写真 12-6 吉村伸一所蔵
048 全体計画平面図（関ヶ原の水辺） 図 12-7 横浜市下水道局河川設計課パンフレット「和泉川流域ワークショップ」平成元（1989）年
048 断面図（関ヶ原の水辺） 図 12-8 横浜市下水道局河川設計課パンフレット「和泉川流域ワークショップ」平成元（1989）年
048 整備前の状況 写真 12-9 吉村伸一所蔵
048 関ヶ原の水辺 写真 12-10 吉村伸一所蔵
049 設計図（断面） 図 12-11 「和泉川環境整備計画（案）」横浜市、昭和63（1988）年　を基に加筆
049 設計図（平面） 図 12-12 「和泉川環境整備計画（案）」横浜市、昭和63（1988）年　を基に加筆
049 デザインWSの状況 写真 12-13 吉村伸一所蔵
049 完成した橋詰部の整備空間 写真 12-14 吉村伸一所蔵
049 子供たちの川遊びの場となっている和泉川 写真 12-15 吉村伸一所蔵

■子吉川・二十六木地区多自然型川づくり

写真・図

■和泉川・東山の水辺と関ヶ原の水辺

写真・図
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頁 出典番号 出典など

050 船頭平閘門の全景 写真 13-1 国土技術政策総合研究所

050 船頭平閘門 概略図 図 13-2  『船頭平閘門』（パンフレット）より転載

050 位置図 図 13-3 国土地理院1/25000地形図を基に加筆

051 閘門設置位置の検討個所 図 13-4  参謀本部陸地測量部より作成
051 船頭平閘門の位置と背割堤の関係 図 13-5 国土地理院地形図（旧版地形図）より作成

051 船頭平閘門で使用されている円弧駆動ギア 写真 13-6 『船頭平閘門改築記念誌』より転載

051 一般的な合掌戸の開閉に用いられる直線駆動ギア 写真 13-7 『船頭平閘門改築記念誌』より転載

051 船頭平閘門の合掌戸 写真 13-8 国土技術政策総合研究所

051 明治35年当時の門の整備個所 図 13-9 『船頭平閘門改築記念誌』より転載

051 明治42年の増設後の門の整備個所 図 13-10 『船頭平閘門改築記念誌』より転載

052 平面図 図 13-11 『船頭平閘門改築記念誌』より転載

052 断面図 図 13-12 『船頭平閘門改築記念誌』より転載

053 断面図 図 13-13 『船頭平閘門改築記念誌』より転載

053 閘門の石積み 図 13-14 『船頭平閘門改築記念誌』より転載

053 閘室と閘柱との取り付け部分 写真 13-15 国土技術政策総合研究所
053 花崗岩による整備 写真 13-16 国土技術政策総合研究所
053 閘室の満水状況と補修による鉄平石張 写真 13-17 国土技術政策総合研究所
053 木曽川の閘門 閘室側からの眺め 写真 13-18 国土技術政策総合研究所
053 木曽川の閘門 木曽川側からの眺め 写真 13-19 国土技術政策総合研究所
053 以前の門扉を利用したモニュメント 写真 13-20 国土技術政策総合研究所

頁 出典番号 出典など

054 昭和３年当時の水門全景 写真 14-1 『荒川 歴史を語る荒川写真集 大正10年～昭和20年』より転載
054 昭和３年当時の水門全景 写真 14-2 『荒川 歴史を語る荒川写真集 大正10年～昭和20年』より転載
054 昭和35年に改築された岩淵水門 写真 14-3 国土技術政策総合研究所
054 位置図 図 14-4 国土地理院1/25000地形図を基に加筆
055 建設当時の水門全景 写真 14-5 『都市を往く荒川　荒川下流工事事務所75年史』より転載
055 岩淵水門の配置計画図 図 14-6 国土交通省関東地方整備局荒川下流河川事務所提供資料
055 建設当時の写真より 写真 14-7 『荒川 歴史を語る荒川写真集 大正10年～昭和20年』より転載
055 岩淵水門正面図 図 14-8 国土交通省関東地方整備局荒川下流河川事務所提供資料より作成
055 岩淵水門と堤防の取り付け 図 14-9 国土交通省関東地方整備局荒川下流河川事務所提供資料
056 岩淵水門正面図 図 14-10 国土交通省関東地方整備局荒川下流河川事務所提供資料
056 岩淵水門平面図 図 14-11 国土交通省関東地方整備局荒川下流河川事務所提供資料
057 岩淵水門縦断図 図 14-12 国土交通省関東地方整備局荒川下流河川事務所提供資料

057 新旧の岩淵水門 写真 14-13 国土交通省関東地方整備局荒川下流河川事務所提供資料

057 昭和58年に新たに完成した新岩淵水門 写真 14-14 国土技術政策総合研究所
057 コンクリートでできた堰柱 写真 14-15 国土技術政策総合研究所

■木曽川・船頭平閘門

写真・図

■荒川・岩渕水門

写真・図
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頁 出典番号 出典など

058 旧北上川分流部全景 写真 15-1 「旧北上川分流施設改築事業計画概要」国土交通省東北地方整備局北上川下流工事事務所、平成11（1999）年
058 位置図 図 15-2 国土地理院1/25000地形図を基に加筆
059 全体計画平面図 15-3 東北地方整備局北上川河川事務所資料を基に加筆
059 脇谷洗堰（旧施設） 写真 15-4 （株）プランニングネットワーク所蔵
059 鴇波洗堰（旧施設） 写真 15-5 （株）プランニングネットワーク所蔵
059 堤防部断面図 図 15-6 国土技術政策総合研究所
060 脇谷水門全景 写真 15-7 国土技術政策総合研究所
060 脇谷水門堰柱部 写真 15-8 国土技術政策総合研究所
060 脇谷水門操作室 写真 15-9 国土技術政策総合研究所

060
脇谷水門設計図（平面図（上）・断面図（下）・
正面図（左））

図 15-10 東北地方整備局北上川河川事務所資料

061 鴇波水門下流側 写真 15-11 国土技術政策総合研究所
061 鴇波水門上流側 写真 15-12 国土技術政策総合研究所

061
鴇波水門設計図（平面図（上）・断面図（下）・
正面図（左上））

図 15-13 東北地方整備局北上川河川事務所資料

頁 出典番号 出典など
062 石井樋全景 写真 16-1 国土交通省九州地方整備局武雄河川事務所提供資料
062 石井樋 写真 16-2 国土技術政策総合研究所
062 位置図 図 16-3 国土地理院1/25000地形図を基に加筆
063 石井樋整備図面 図 16-4 国土交通省九州地方整備局武雄河川事務所提供資料
063 疏導要書に書かれた石井樋 図 16-5 「疏導要書」（佐賀県立図書館蔵）
063 大井手堰 写真 16-6 国土技術政策総合研究所
063 天狗の鼻と導水路 写真 16-7 国土技術政策総合研究所
064 天狗の鼻と象の鼻 写真 16-8 国土技術政策総合研究所
064 象の鼻から天狗の鼻をみる 写真 16-9 国土交通省九州地方整備局武雄河川事務所提供資料
064 天狗の鼻の発掘状況 写真 16-10 国土交通省九州地方整備局武雄河川事務所提供資料
064 象の鼻と修復状況 写真 16-11 国土交通省九州地方整備局武雄河川事務所提供資料
064 水理実験状況 写真 16-12 ㈱地域開発研究所所蔵
064 天狗の鼻・象の鼻周辺の断面図 図 16-13 国土交通省九州地方整備局武雄河川事務所提供資料
065 大井手堰横断面図 図 16-14 国土交通省九州地方整備局武雄河川事務所提供資料
065 大井手堰縦断面図 図 16-15 国土交通省九州地方整備局武雄河川事務所提供資料
065 堰下流に設けられた粗朶沈床 写真 16-16 国土交通省九州地方整備局武雄河川事務所提供資料
065 古い大井手堰 写真 16-17 国土技術政策総合研究所
065 大井手堰平面図 図 16-18 国土交通省九州地方整備局武雄河川事務所提供資料
065 昭和30年頃の大井手堰 写真 16-19 国土交通省九州地方整備局武雄河川事務所提供資料
065 起伏ゲートの機械室 写真 16-20 国土技術政策総合研究所

■旧北上川分琉施設群(脇谷水門・鴇波水門）

写真・図

■嘉瀬川・石井樋

写真・図
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頁 出典番号 出典など

066 筑後川本川にある山田堰の全景 写真 17-1 ㈱地域開発研究所所蔵
066 位置図 図 17-2 国土地理院1/25000地形図を基に加筆

067
宝暦７年（1757）の上座、下座両郡大川絵図にお
ける山田堰と堀川

図 17-3 『床島堰開発史展図録』より転載

067 明治34年（1901）の復旧工事時の図面 図 17-4 『筑後川農業水利誌』より転載

067 山田堰と千年分水路の位置 図 17-5 国土地理院1/25000地形図を基に加筆
067 筑後川中流部の河道の整備目標流量図 図 17-6 国土交通省九州地方整備局筑後川河川事務所資料（一部加筆）
068 現況平面図 図 17-7 福岡県朝倉農林事務所資料
068 堀川用水の取水口 写真 17-8 国土技術政策総合研究所
068 堰堤近景 写真 17-9 国土技術政策総合研究所
068 現況平面図a-aの断面図 図 17-10 福岡県朝倉農林事務所資料
068 現況平面図b-bの断面図 図 17-11 福岡県朝倉農林事務所資料
068 現況平面図c-cの断面図 図 17-12 福岡県朝倉農林事務所資料
069 筑後川山田堰の周辺図 図 17-13 国土交通省九州地方整備局筑後川河川事務所資料
069 上流からの俯瞰景 写真 17-14 国土技術政策総合研究所
069 船通しを通過する船 写真 17-15 『筑後川大百科』より転載

頁 出典番号 出典など

070 開園当時の隅田公園 写真 18-1 隅田公園開園記念絵葉書（東京市、1931年）
070 開園当時の隅田公園と言問橋 写真 18-2 土木学会附属土木図書館デジタルアーカイブ（『土木建築画報』第７巻５号、1931年）より転載
070 位置図 図 18-3 国土地理院1/25000地形図を基に加筆
071 開園当時の平面図 図 18-4 隅田公園開園記念絵葉書（東京市、1931年）
071 埋め立て前の平面図 図 18-5 東京農業大学地域環境科学部造園科学科提供資料に加筆
071 隅田公園 写真 18-6 隅田公園開園記念絵葉書（東京市、1931年）
072 隅田公園計画断面 図 18-7 東京農業大学地域環境科学部造園科学科提供資料に加筆

072 明治年代の三囲神社周辺の風景 写真 18-8 『古写真でみる江戸から東京へ』ｐ225より転載

072 昭和20年代の隅田公園 写真 18-9 『ビジュアルブック江戸東京5　水の東京』ｐ17より転載

072 台東区側の園路 写真 18-10 土木学会附属土木図書館デジタルアーカイブ（「震災復興公園関係写真」）より転載
072 山谷堀付近の船だまり 写真 18-11 土木学会附属土木図書館デジタルアーカイブ（「震災復興公園関係写真」）より転載
072 台東区側の運動施設 写真 18-12 土木学会附属土木図書館デジタルアーカイブ（「震災復興公園関係写真」）より転載
073 当時の計画断面と現在の断面の重ね図 図 18-13 東京農業大学地域環境科学部造園科学科提供資料に加筆
073 建設当時の隅田公園 写真 18-14  土木学会附属土木図書館デジタルアーカイブ（「震災復興公園関係写真」）より転載
073 現在の隅田公園 写真 18-15 国土技術政策総合研究所
073 現在の隅田公園 写真 18-16 国土技術政策総合研究所

■筑後川・山田堰

写真・図

■隅田川・隅田公園

写真・図

河川編│127



頁 出典番号 出典など
074 階段工の全景 写真 19-1 国土技術政策総合研究所
074 曲線で処理された袖壁部と落差部 写真 19-2 国土技術政策総合研究所
074 階段工上部 写真 19-3 国土技術政策総合研究所
074 位置図 図 19-4 国土地理院1/25000地形図を基に加筆
075 設計当初の地形と計画断面 図 19-5 『牛伏川砂防工事沿革史』より転載
075 下流から上流を眺める 写真 19-6 国土技術政策総合研究所
075 工事中のフランス式階段工 写真 19-7 『牛伏川砂防工事沿革史』より転載

075
池田技師が手紙で「仏国ニ於ケル一例」として示
したフランスの堰堤の断面図

図 19-8 『大正6年 砂防工事関係書類 土木課 全』

076 フランス式階段工の位置図 図 19-9 国土技術政策総合研究所

076 平面図 図 19-10 『松本砂防のあゆみ－信濃川上流直轄砂防百年史』より転載

076 縦断面 図 19-11 『松本砂防のあゆみ－信濃川上流直轄砂防百年史』より転載

076 横断面 図 19-12 『松本砂防のあゆみ－信濃川上流直轄砂防百年史』より転載

077
上流端の内務省１号石堰堤すり付け部は３段の落
差で処理されている。

写真 19-13 国土技術政策総合研究所

077
床固の間には10cm程度の小段が２～３段程度（最
下流分は８段）あり、水の流れにリズム感を与え
ている。

写真 19-14 国土技術政策総合研究所

077
護岸部は、８分の法勾配となっている。なお、天
端は切天端である。

写真 19-15 国土技術政策総合研究所

077

昭和61年より始まった砂防環境整備事業では、フ
ランス階段工上流部の砂防施設も巻天端で整備す
るなど、下流のフランス階段工を意識したデザイ
ンとなっている。

写真 19-16 国土技術政策総合研究所

077 設計当時の図面にみる水路部分の設計図 図 19-17 『大正6年 砂防工事関係書類 土木課 全』

頁 出典番号 出典など

078 羽根谷砂防堰堤（第一堰堤）の全景 写真 20-1 国土技術政策総合研究所
078 落水部分 写真 20-2 国土技術政策総合研究所
078 位置図 図 20-3 国土地理院1/25000地形図を基に加筆

079 平面図 図 20-4 『岐阜県近代化遺産（建造物等）総合調査報告書』より転載（一部現地での簡易測量結果を加筆）

079
奥に見える石碑には明治20年４月１日着工と刻ま
れている。

写真 20-5 国土技術政策総合研究所

079
袖の天端は水通しに向かって緩やかな勾配があ
る。

写真 20-6 国土技術政策総合研究所

079 本体よりも50cm程度内側に引き込んだ落水部分。 写真 20-7 国土技術政策総合研究所

079 水通し部分は、自然石を割って利用している。 写真 20-8 国土技術政策総合研究所

079 断面図 図 20-9 『岐阜県近代化遺産（建造物等）総合調査報告書』より転載（一部現地での簡易測量結果を加筆）

■牛伏川・フランス式階段工

写真・図

■木曽川水系・羽根谷砂防第一堰堤

写真・図
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頁 出典番号 出典など

080 雲原川の床固工 写真 21-1 小川紀一郎所蔵
080 砂防施設位置図 図 21-2 「雲原の砂防」京都府福知山土木事務所　平成16（2004）年

080
リズミカルな落水と流水の表情を見せる農村の中
の雲原川

写真 21-3 国土技術政策総合研究所

081 設計平面図（上谷川：昭和14年度施工） 図 21-4 京都府中丹西土木事務所資料　を基に加筆
081 設計縦断図（上谷川：昭和14年度施工） 図 21-5 京都府中丹西土木事務所資料　を基に加筆
081 床固工竣工時写真（三岳川：昭和10年頃） 写真 21-6 京都府中丹西土木事務所資料
081 全体計画平面図 図 21-7 「赤木正雄の足跡」矢野義男
082 床固工のタイプ別施工時期と施工形状 図 21-8 「雲原川　砂防設備修繕業務委託報告書」京都府中丹西土木事務所　平成17（2005）年
082 上谷・入住谷谷川タイプ一般図 図 21-9 京都府中丹西土木事務所資料
082 三岳川白石タイプ 写真 21-10 「雲原川　砂防設備修繕業務委託報告書」京都府中丹西土木事務所　平成17（2005）年
083 三岳川黒石タイプ 写真 21-11 「雲原川　砂防設備修繕業務委託報告書」京都府中丹西土木事務所　平成17（2005）年
083 雲原川標準タイプ 写真 21-12 「雲原川　砂防設備修繕業務委託報告書」京都府中丹西土木事務所　平成17（2005）年
083 上三岳川砂防堰堤 写真 21-13 「雲原川　砂防設備修繕業務委託報告書」京都府中丹西土木事務所　平成17（2005）年
083 下三岳川タイプ 写真 21-14 「雲原川　砂防設備修繕業務委託報告書」京都府中丹西土木事務所　平成17（2005）年
083 雲原川布張タイプ 写真 21-15 「雲原川　砂防設備修繕業務委託報告書」京都府中丹西土木事務所　平成17（2005）年

頁 出典番号 出典など

084 布引ダム全景 写真 22-1 国土技術政策総合研究所
084 位置図 図 22-2 国土地理院1/25000地形図を基に加筆
085 堰堤平面図 図 22-3 「中島工学博士記念　日本水道史」　昭和２（1927）年
085 取水塔部詳細図 図 22-4 「中島工学博士記念　日本水道史」　昭和２（1927）年
085 取水塔部のデザイン 写真 22-5 （株）プランニングネットワーク所蔵
086 堰堤標準断面図 図 22-6 「中島工学博士記念　日本水道史」　昭和２（1927）年　を基に加筆
086 堤頂部のデザイン 写真 22-7 （株）プランニングネットワーク所蔵
087 自然の岩盤を利用した余水路流出口 写真 22-8 池田大樹所蔵
087 溢流堤 写真 22-9 国土技術政策総合研究所
087 雌滝の滝つぼの取水施設 写真 22-10 池田大樹所蔵
087 貯水池取水システム図 図 22-11 ｢中島工学博士記念　日本水道史｣　昭和２（1927）年　を基に加筆

頁 出典番号 出典など

088 立ヶ畑ダム全景 写真 23-1 国土技術政策総合研究所
088 建設当時の写真 写真 23-2 「神戸市水道70年史」神戸市水道局　昭和48（1973）年
088 位置図 図 23-3 国土地理院1/25000地形図を基に加筆
089 堰堤平面図 図 23-4 「中島工学博士記念　日本水道史」　昭和２（1927）年
089 余水吐きのデザイン 写真 23-5 国土技術政策総合研究所
089 余水吐きの詳細図（上流側） 図 23-6 「中島工学博士記念　日本水道史」　昭和２（1927）年
089 余水吐きの詳細図（下流側） 図 23-7 「中島工学博士記念　日本水道史」　昭和２（1927）年
090 取水塔覆屋 写真 23-8 国土技術政策総合研究所
090 堤体横方向からの眺め 写真 23-9 国土技術政策総合研究所
090 取水塔 写真 23-10 （株）プランニングネットワーク所蔵
090 堰堤標準断面図 図 23-11 「中島工学博士記念　日本水道史」　昭和２（1927）年　を基に加筆
091 放水路櫓台 写真 23-12 国土技術政策総合研究所
091 分水堰堤覆屋 写真 23-13 国土技術政策総合研究所
091 締切堰堤（断流堤） 写真 23-14 国土技術政策総合研究所
091 上流施設群配置図 図 23-15 ｢中島工学博士記念　日本水道史｣　昭和２（1927）年　を基に加筆
091 貯水池の護岸 写真 23-16 国土技術政策総合研究所

■立ヶ畑ダム（烏原堰堤）

写真・図

■雲原砂防施設群

写真・図

■布引ダム（五本松堰堤）

写真・図

河川編│129



頁 出典番号 出典など

092 小牧ダム全景 写真 24-1 国土技術政策総合研究所
092 位置図 図 24-2 国土地理院1/25000地形図を基に加筆
093 小牧ダム平面図 図 24-3  ｢小牧ダム発電工事報告」石井頴一朗　土木学会誌第18巻4号、昭和7（1932）年
094 上流側正面図 図 24-4  ｢小牧ダム発電工事報告」石井頴一朗　土木学会誌第18巻4号、昭和7（1932）年　を基に加筆
094 袖堤部断面図 図 24-5  ｢小牧ダム発電工事報告」石井頴一朗　土木学会誌第18巻4号、昭和7（1932）年　を基に加筆
094 越流部断面図 図 24-6  ｢小牧ダム発電工事報告」石井頴一朗　土木学会誌第18巻4号、昭和7（1932）年　を基に加筆
095 天端高欄より低く抑えられた巻上げ機器 写真 24-7 国土技術政策総合研究所
095 越流部詳細断面図 図 24-8  ｢小牧ダム発電工事報告」石井頴一朗　土木学会誌第18巻4号、昭和7（1932）年
095 袖堤部の扶壁 写真 24-9 国土技術政策総合研究所
095 下流面の景観 写真 24-10 国土技術政策総合研究所

頁 出典番号 出典など

096 白水ダム全景 写真 25-1 国土技術政策総合研究所
096 竜門の滝 写真 25-2 九重町観光協会ホームページ
096 小野安夫 写真 25-3 「白水ダム物語」岡の里事業実行委員会　平成14年（2002）
096 位置図 図 25-4 国土地理院1/25000地形図を基に加筆
097 堰堤標準断面図 図 25-5 「富士緒地区事業概要」大分県竹田直入地方振興局耕地課、富士緒井路土地改良区
097 堰堤平面図 図 25-6 「富士緒地区事業概要」大分県竹田直入地方振興局耕地課、富士緒井路土地改良区　を基に加筆
097 転波の優美な落水表情 写真 25-7 国土技術政策総合研究所
097 施行状況の写真 写真 25-8 「白水ダム物語」岡の里事業実行委員会　平成14年（2002）
098 右岸側壁部の施工図面 図 25-9 「白水貯水池ノ事業経過概要」富士緒井路土地改良区所蔵　を基に加筆
098 右岸側壁部の施工状況 写真 25-10 富士緒井路土地改良区所蔵
098 右岸側壁部の造形 写真 25-11 国土技術政策総合研究所
098 左岸側壁部の造形 写真 25-12 国土技術政策総合研究所
099 袖堤天端部のデザイン 写真 25-13 （株）プランニングネットワーク所蔵
099 袖堤天端部のデザイン（詳細） 写真 25-14 国土技術政策総合研究所
099 左岸階段部のデザイン 写真 25-15 国土技術政策総合研究所
099 右岸階段部のデザイン 写真 25-16 国土技術政策総合研究所
099 右岸階段部のデザイン（詳細） 写真 25-17 国土技術政策総合研究所

■白水ダム

写真・図

■小牧ダム

写真・図
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頁 出典番号 出典など

100 現在の安積疏水の十六橋水門 写真 26-1 安積疎水土地改良区提供資料

100 現在の石井閘門 写真 26-2 ㈱地域開発研究所所蔵
100 明治15年頃の十六橋水門の写真 写真 26-3 『堰の設計』より転載
100 明治28年頃の十六橋水門の写真 写真 26-4 『堰の設計』より転載
100 大正３年頃の十六橋水門の写真 写真 26-5 『堰の設計』より転載
100 建設当時の石井閘門 写真 26-6 北上川運河交流館提供資料

101 設計当初の大河津分水路・洗堰の開閉装置 図 26-7 『信濃川大河津分水誌』より転載

101 大正期の大河津分水路・洗堰の姿 写真 26-8 『信濃川大河津分水誌』より転載

101
戦後に各門が電動巻き上げ機を持つものとなった
大河津分水路・洗堰

写真 26-9 国土技術政策総合研究所

101
平成に改築された大河津分水路・洗堰の油圧シリ
ンダー式の水門

写真 26-10 国土技術政策総合研究所

102 大河津分水路自在堰・断面図 図 26-11 『信濃川大河津分水誌』より転載

102
倒壊後に再整備し昭和６年に完成したストーニー
ゲート（モーター）の立面図

図 26-12 『河川工学』より転載

102 倒壊前の自在堰 写真 26-13 『信濃川大河津分水誌』より転載

102 現在の自在堰 写真 26-14 国土技術政策総合研究所
102 大正13年時の旧岩淵水門 写真 26-15 『都市を往く荒川　荒川下流工事事務所75年史』より転載
102 現在の旧岩淵水門 写真 26-16 国土技術政策総合研究所
103 大井手堰 写真 26-17 国土技術政策総合研究所
103 大井手堰 図 26-18 『水門工学』ｐ96の図を転載（一部加筆）
103 埴科頭首工 写真 26-19 宮原英治所蔵
103 埴科頭首工 図 26-20 『水門工学』ｐ222の図を転載（一部加筆）
103 堂島川可動堰 写真 26-21 国土技術政策総合研究所

103 堂島川可動堰 図 26-22 『鋼鉄ゲート百選』p90の図を転載（一部加筆）

103 瀬田川洗堰・バイパスゲート 写真 26-23 国土技術政策総合研究所
103 瀬田川洗堰・バイパスゲート 図 26-24 国土技術政策総合研究所　(水のめぐみ館「アクア琵琶湖」館内に展示された模型を参考に作成）

■水門の開閉装置の変化とデザイン

写真・図
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104 岡山県・旭川・勝山船着場 写真 27-1 国土技術政策総合研究所

104
切天端の場合、天端工がコンクリートのままであ
ると目立ち、周囲の景観に馴染まない。

写真 27-2 国土技術政策総合研究所

104
天端工のコンクリート部分を若干低く施工し、そ
の上部に土を入れ植栽することによって天端のコ
ンクリートを隠している。

写真 27-3 国土技術政策総合研究所

104
天端を巻天端として天端コンクリートが見えない
ようにしている。さらに、その上に植物が繁茂し
景観的に馴染んでいる。

写真 27-4 国土技術政策総合研究所

104 天端処理の種類 図 27-5 『石垣と石積壁』『石積の秘法とその解説』を参考に㈱地域開発研究所作成
105 京都府・鴨川 写真 27-6 国土技術政策総合研究所
105 広島県・太田川 写真 27-7 国土技術政策総合研究所
105 秋田県・横手川 写真 27-8 国土技術政策総合研究所
105 大分県・庄手川 写真 27-9 国土技術政策総合研究所
105 広島県・太田川 写真 27-10 国土技術政策総合研究所
105 隅角部の処理方法 写真 27-11 国土技術政策総合研究所
105 隅角部の処理方法 図 27-11 『石垣と石積壁』『石積の秘法とその解説』を参考に㈱地域開発研究所作成
106 階段写真 写真 27-12 国土技術政策総合研究所
106 階段写真 写真 27-13 国土技術政策総合研究所
106 階段図 図 27-14 国土技術政策総合研究所
106 階段写真 写真 27-15 （株）プランニングネットワーク所蔵
106 階段写真 写真 27-16 （株）プランニングネットワーク所蔵
106 階段図 図 27-17 国土技術政策総合研究所
106 階段写真 写真 27-18 （株）プランニングネットワーク所蔵
106 階段写真 写真 27-19 （株）プランニングネットワーク所蔵
106 階段図 図 27-20 国土技術政策総合研究所
106 階段写真 写真 27-21 （株）プランニングネットワーク所蔵
106 階段写真 写真 27-22 （株）プランニングネットワーク所蔵
106 階段図 図 27-23 国土技術政策総合研究所
106 階段写真 写真 27-24 （株）プランニングネットワーク所蔵
106 階段図 図 27-25 国土技術政策総合研究所
106 階段写真 写真 27-26 国土技術政策総合研究所
106 階段図 図 27-27 国土技術政策総合研究所
107 広島県・太田川 写真 27-28 前田文章所蔵
107 秋田県・横手川 写真 27-29 国土技術政策総合研究所
107 鹿児島県・甲突川 写真 27-30 国土技術政策総合研究所
107 階段図 図 27-31 国土技術政策総合研究所

■護岸の端部デザイン

写真・図
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頁 出典番号 出典など

108 長良川（岐阜市）の畳堤 写真 28-1 国土技術政策総合研究所
108 長良川畳堤断面図 図 28-2 「木曽三川の治水史を語る」建設省中部地方整備局木曽川上流工事事務所、昭和44（1969）年
108 揖保川（龍野市）の畳堤防 写真 28-3 国土技術政策総合研究所
108 水防訓練の様子 写真 28-4 「畳堤」国土交通省近畿地方整備局姫路河川国道事務所、平成16（2004）年
109 荒川沿いに広がる水防林と霞堤 写真 28-5 国土交通省東北地方整備局福島河川国道事務所提供資料
109 水防林の中に残る旧い霞堤 写真 28-6 国土技術政策総合研究所
109 水防林の中に残る旧い霞堤の実測断面図 図 28-7 国土交通省東北地方整備局福島河川国道事務所提供資料
109 霞堤の開口部 写真 28-8 国土技術政策総合研究所
109 霞堤に沿って分布する水防林 写真 28-9 国土技術政策総合研究所
110 空から眺めた輪中堤 写真 28-10 「写真集空から見る木曽三川下流」建設省木曽川下流工事事務所、平成7（1995）年
110 輪中堤の切割り 写真 28-11 国土技術政策総合研究所
110 強首輪中堤 写真 28-12 国土交通省東北地方整備局湯沢河川国道事務所提供資料
110 水屋 写真 28-13 国土技術政策総合研究所
110 水屋に見られる洪水対応の知恵 写真 28-14 国土技術政策総合研究所
111 四万十川の半家沈下橋（潜橋） 写真 28-15 「四万十川全沈下橋一覧」四万十川ポータルサイト、四万十かざぐるま
111 円山川の流れ橋 写真 28-16 （株）プランニングネットワーク所蔵
111 京都鞍馬貴船川の川床 写真 28-17 （株）プランニングネットワーク所蔵
111 京都鴨川川沿いの納涼床 写真 28-18 （株）プランニングネットワーク所蔵

頁 出典番号 出典など
112 利用形態と流速の関係 図 29-1 「川の親水プランとデザイン」財団法人リバーフロント整備センター、平成7（1995）年　p75
112 流れの表情と流速 写真 29-2 「河川風景デザイン」島谷幸宏編著、平成6（1994）年 p72
112 流れのイメージと流速の関係 図 29-3 「河川風景デザイン」島谷幸宏編著、平成6（1994）年 p71
112 倉敷川（倉敷） 写真 29-4 国土技術政策総合研究所
112 倉敷川断面イメージ 図 29-5 「生きている水路」渡辺一二、昭和59（1984）年　p71を基に、河川・道路部分実測の上作成
112 藍場川（萩） 写真 29-6 国土技術政策総合研究所
112 藍場川断面イメージ 図 29-7 「生きている水路」渡辺一二、昭和59（1984）年　p86を基に、河川・道路部分実測の上作成
113 京都・琵琶湖疎水 写真 29-8 国土技術政策総合研究所
113 京都・琵琶湖疎水断面イメージ 図 29-9 国土技術政策総合研究所
113 高瀬川 写真 29-10 国土技術政策総合研究所
113 高瀬川断面イメージ 図 29-11 「生きている水路」渡辺一二、昭和59（1984）年　p52を基に、河川・道路部分実測の上作成
113 明神川（京都社家町） 写真 29-12 国土技術政策総合研究所
113 明神川断面イメージ 図 29-13 国土技術政策総合研究所
113 広瀬川（前橋） 写真 29-14 国土技術政策総合研究所
113 広瀬川断面イメージ 図 29-15 「生きている水路」渡辺一二、昭和59（1984）年　p97を基に、河川・道路部分実測の上作成

写真・図

■伝統治水に学ぶしなやかなデザイン

写真・図

■流れのデザイン

河川編│133
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